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生物が作る有機物―結晶複合組織をバイオミネラルと言いま
す。材料となる結晶には安定相、準安定相が存在し、生物は
これらの相転移を自在に制御しながら複雑な組織を作りま
す。例えば骨や歯はしなやかで強靱な性質を持ちます。一方
で尿路結石や血管石灰化は、体内の制御機構の異常で生じる
病的組織で、形成すると溶解や破砕、除去が困難で厄介な存
在です。本研究室では、生物の結晶相転移制御のメカニズム
を解明し、骨や歯の欠損・尿路結石・血管石灰化の新規治療
法や予防法の開発を目指します。さらに、生物の結晶化戦略
を応用した、新しい結晶材料合成技術を開発します。
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医療、創薬関連、ヘルスケア分野

生命に関わる結晶の相転移現象とその制御
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先駆的な光操作・光計測技術群を駆使して、新奇な物質・
生命機能を探求しています。レーザーによる秩序構造形成
の自在制御 : レーザーの物理的作用（熱・電場など）によ
り分子や原子の集合・配列を自在制御し、従来法では得ら
れない構造・形状・サイズ・機能を有する革新的材料（エ
レクトロニクス素子、医薬品、人工細胞など）の創製を目
指しています。ソフトマターの特異な構造・機能の解明 :
系の引力・斥力バランスを乱さない非侵襲な光計測技術を
駆使し、膜、ゲル、細胞組織（オルガノイド）などの柔ら
かい物質群に特異な構造や機能を調べています。

光操作・光計測、高機能性結晶、生命科学・医療

光技術を駆使した新奇な物質・生命機能の探求
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